
子育てする親を対象に、“褒めて育てることの大切さ”を伝える活動を行う「ぺたほめ医専アカデミー」（住所：京都府京
都市、代表：藤田敦子）は2019年4月14日（日）、親子参加型の“ぺたほめ”実践イベントを開催いたします。また4月6
日（土）より全国の書店で、代表の藤田敦子が手掛けた教育本『親もビックリ魔法の子育て術！「ぺたほめ」』を発売開
始いたしました。

2019年4月8日
ぺたほめ医専アカデミー

● 取材に関するお問い合わせ ●
ぺたほめ医専アカデミー 担当：藤田 敦子

TEL:090-7360-9286 E-mail：atsuko@petahome-isen.com
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壁に「ぺた」っと貼ったものを「褒める」だけ！
“ぺたほめ”子育て術の発案者 藤田敦子が実践する
親子参加型“ぺたほめ”実践イベント 4/14開催

◆ “ぺたほめ”実践イベントのご案内 ◆
日時：2019年04月14日（日）10：00～12：00（受付開始 9：45）

場所：ウイングズ京都（京都市中京区東洞院通六角下る御射山町262番地）

☑「ぺたほめ」とは？

「ぺたほめ」は、子どもが学校や家などで作った絵、作文、テストなどの頑張ったものを、家の壁や人が集まるところ
に「ぺたっ」と貼って、たくさん「ほめる」ことで、子どもの頑張りをまるごと認めるという子育て術です。作品を壁
に貼り、常に人に見られることで、親だけでなくお爺ちゃんやお婆ちゃんなど、家を訪れた多くの人から何度も褒めら
れます。その結果、たくさん褒められた子どもは自信を持つことができ、また褒められたいから頑張ることを繰り返し、
成長していきます。近年、教育虐待などが問題視されている中、「ぺたほめ」を実践し世の中に広げていくことで、
チャレンジ精神旺盛な自己肯定感の高い子供が増えていくことを目標としております。

イベントでは、実際に参加いただいたお子様に作品を作ってもらい、その作品を「褒める」ということを実践してもら
います。ぜひその様子をご取材いただければと思います。

＜ 代表：藤田敦子（ふじたあつこ） プロフィール >

京都府出身。日本心理学会正会員・日本心理学会認定心理士。同志社大学文学部心理学専
攻を卒業後、ニットデザイナーとして活躍する。デザイン学校出身の同僚と比較され日々
苦しむも、自身の手掛けたニットを客に褒めてもらったことをきっかけに「褒められるこ
との喜び」に気づき、海外チーフにまで昇進。出産を機に退職するものの、この経験を元
に「褒めて育てる」をモットーに育児を行い、息子2人を医学部現役合格に導いた。その
後、子育てアドバイザーとして2018年5月、自身が代表を務める「ぺたほめ医専アカデ
ミー」で3歳～小学3年生の子どもを持つ親を対象とした「ぺたほめ本気塾」を開講。そ
のほか0歳～18歳の子を持つ親を対象にしたパーソナルサポート、セミナーなどを開催し、
日々活動を広げている。



ぺたほめ医専アカデミー 宛

御社名 ／貴媒体名

掲載・放送予定日 2019年 （ ）月（ ）日

御名前： 計（ ）名

TEL： E-mail：

当日携帯電話

御撮影 有（スチール／ムービー）・ 無

インタビュー希望 有 ・ 無

※誠にお手数ではございますが、ご参加いただける方は下記にご記入のうえ、4月12日（金）18：00までにご返信いただけま
すようお願い申し上げます。

【返信先FAX】075-366-3596
＜ “ぺたほめ”実践イベント詳細 ＞

日時 ：2019年04月14日（日）10：00～12：00（受付開始 9：45）
場所 ：ウイングズ京都（京都市中京区東洞院通六角下る御射山町262番地）

■4月6日（土）に全国の書店にて発売開始／親もビックリ魔法の子育て術！「ぺたほめ」

書 名：親もビックリ魔法の子育て術！「ぺたほめ」
著 者：藤田敦子
発売日：2019年4月6日
定 価：1,400円（税込）
頁 数：212ページ
ISBN ：9784-86546-214-2

【書籍情報】 【目 次】
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第4章：「ほめる」を増やして親子の絆を深める
第5章：家のルールを決めよう
第6章：お母さんの変革宣言
おわりに

■“ぺたほめ”実践イベント概要

日 時：2019年4月14日（日）10：00～12：00
場 所：ウイングズ京都（京都市中京区東洞院通六角下る御射山町262番地）

ア ク セ ス：地下鉄烏丸御池駅5番出口
または地下鉄四条駅・阪急烏丸駅（20番出口）徒歩約5分

人 数：約50人
プログラム：（1）ごあいさつならびに概要説明

（2）“ぺたほめ”実践
（3）質疑応答

イベントには“ぺたほめ”で育てた
息子2人も参加いたします


